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　土間から茶の間を望む。床は張り替え、建具は既存のものを活かした。

写真／齋藤さだむ

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
古
民
家

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
古
民
家
「
江

口
屋
」
は
、
霞
ヶ
浦
に
半
島
状

に
突
き
出
た
突
端
に
位
置
し
、

目
の
前
に
は
広
大
な
湖
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
元
々
こ
の

地
域
は
出
島
と
呼
ば
れ
、
そ
の

名
の
と
お
り
水
運
・
水
産
業
の

拠
点
で
人
と
モ
ノ
が
行
き
交
う

活
気
の
あ
る
地
で
あ
っ
た
。
築

１
０
０
年
以
上
の
江
口
屋
は
、

建
物
か
ら
も
そ
の
歴
史
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
屋
号
の

由
来
で
あ
る
造
り
酒
屋
で
一
時

代
を
築
き
、
後
に
郵
便
局
と
し

て
地
域
を
支
え
た
。
晩
年
は
当

家
の
住
宅
と
し
て
そ
の
役
割
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
県
と
共
同
で
開
発
さ
れ
て

い
る
歩
崎
（
あ
ゆ
み
ざ
き
）
エ

リ
ア
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
も
あ

り
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
寄
贈

さ
れ
た
。

　

歩
崎
エ
リ
ア
に
は
漁
港
、
水

族
館
、
博
物
館
、
公
園
な
ど
観

光
施
設
が
揃
う
も
の
の
宿
泊
施

設
が
な
く
、
観
光
業
に
力
を
い

れ
る
地
域
に
と
っ
て
喫
緊
の
課

題
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年
に

茨
城
県
の
古
民
家
モ
デ
ル
改
修

江
口
屋



事
業
を
活
用
し
、
そ
の
第
一
号
と
な
っ

た
。

　

霞
ヶ
浦
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か

し
、
江
口
屋
で
も
使
わ
れ
て
き
た
カ
マ

ド
で
炊
い
た
ご
飯
に
霞
ヶ
浦
で
水
揚
げ

さ
れ
た
白
魚
を
朝
食
と
し
て
楽
し
む
こ

と
も
で
き
る
。
食
事
の
一
品
を
と
っ
て

も
話
題
が
つ
き
な
い
が
、
建
物
も
一
緒

だ
と
話
す
の
が
江
口
屋
を
運
営
す
る
今

野
さ
ん
。
地
元
の
松
が
梁
と
し
て
、
柱

や
板
材
に
も
地
元
の
杉
が
使
わ
れ
て
お

り
一
次
産
業
と
密
接
だ
。
趣
の
あ
る
古

民
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら
を
五

感
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
云
わ
れ

を
説
明
す
る
と
宿
泊
客
は
関
心
を
示
す

の
だ
と
い
う
。

　

造
り
酒
屋
か
ら
始
ま
っ
た
江
口
屋
を

踏
襲
す
る
よ
う
に
、
隣
敷
地
内
の
土
蔵

を
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー

と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

２
０
２
２
年
よ
り
醸
造
を
開
始
し
、
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
も
宿
泊
客
を
も
て
な

し
て
い
る
。
土
蔵
の
二
階
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
に
改
装
し
、
多
様
な
利
用

が
可
能
だ
。

　

さ
ら
に
近
隣
の
古
民
家
を
改
修
し
、

新
た
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
予

定
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
外

国
人
観
光
客
も
増
え
、
日
本
ら
し
さ
を

体
験
で
き
る
宿
泊
施
設
が
増
え
る
。

　江口屋正面。門右の蔵はブリュワリー。

明るく開放的になった土間。既存の梁や土壁を現した板の間。

江口屋鳥瞰図／作画 里山建築

北側から母家を望む。井戸の建屋は茅葺屋根。

母家
中庭

土蔵（ブリュワリー）

竹林

畑

倉庫

写真／里山建築
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改
修
に
あ
た
っ
て
の
解
説
　

　

江
口
屋
は
も
と
も
と
造
り
酒
屋
を
営
む

旧
家
で
あ
り
、
屋
根
は
茅
葺
で
現
在
は
金

属
板
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
廃
業
後
に
特
定

郵
便
局
と
し
て
増
改
築
さ
れ
、
そ
の
間
取

り
は
コ
の
字
型
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

後
、
コ
の
字
型
の
中
庭
部
分
に
屋
根
を
か

け
て
台
所
と
し
て
増
築
さ
れ
て
い
た
。
増

築
部
は
、
雨
漏
り
を
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
採
光
や
通
風
を
遮
っ
て
い
た
た
め
、

建
物
内
部
が
暗
く
、
同
時
に
湿
気
を
呼
び

傷
み
も
す
す
ん
で
い
た
。

　

限
ら
れ
た
予
算
と
工
期
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
と
す
る
た
め
に
、
傷
み
の
あ
る
増
改
築

部
を
取
り
除
き
、
当
時
の
姿
に
戻
す
減
築

案
で
所
有
者
、
設
計
者
と
も
に
一
致
し

た
。
減
築
し
、
新
た
に
掃
き
出
し
窓
を
３

間
文
大
き
く
設
け
た
。
調
湿
機
能
の
あ
る

瓦
骨
材
を
い
れ
て
土
間
を
打
ち
直
し
、
明

る
く
風
通
し
の
良
い
開
放
的
な
土
間
と
な

っ
た
。
そ
の
土
間
を
中
心
に
左
右
に
客
室

を
配
置
し
、
客
室
だ
け
で
な
く
北
側
の
中

庭
へ
の
動
線
を
確
保
。
カ
マ
ド
と
タ
イ
ル

貼
り
の
外
洗
い
は
解
体
せ
ず
に
残
し
て
お

い
た
。
昔
な
が
ら
の
炊
事
場
だ
。
朝
食
で

は
カ
マ
ド
焚
き
ご
飯
が
提
供
さ
れ
、
夕
食

で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ピ
ザ
焼
き
体
験
等

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
生
活
で

は
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
土
間
は
屋

外
と
屋
内
の
中
間
と
い
え
る
。
ま
さ
に
古

民
家
な
ら
で
は
柔
軟
性
の
あ
る
場
所
と
言

え
る
。

昔の炊事場は取り壊さずに活用。朝食のカマド焚きご飯は宿泊者から好評。

母家南側に位置する蔵。土壁は傷んでいたため、板張りとした。

DATA    ゲストハウス古民家 江口屋
用途／簡易宿所
所在地／茨城県かすみがうら市
構造・規模／木造・平屋
敷地面積／ 1623.50㎡
延床面積 191.50㎡
設計／里山建築研究所
施工／里山建築研究所＋大崎材木店

主な材
柱・梁／スギ（茨城県産材）、既存構造材
板材／スギ（ 茨城県産材）
断熱材／天井、床、壁  パーフェクトバリア

外部建具／アルミサッシ（既存）
　　　　　アルミ樹脂サッシ（新規）
　　　　　一部木製建具（既存）

主な仕上げ
屋根／金属瓦葺き（既存）
外壁／スギ板厚 18㎜大和張り仕上げ
天井／スギ本実板厚 15㎜
内壁／スギ本実板厚 15㎜
床／スギ本実板厚 30㎜

北側の開放的な掃き出し窓。南北に開口部ができたことにより明るく風通しの良い土間となった。

蔵の二階はミーティングルーム。



　

町
家
建
築
が
立
ち
並
ぶ
つ
く
ば
市

北
条
。
そ
の
東
端
の
古
民
家
が
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
地
域
振
興
を

目
的
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
。

し
ば
ら
く
空
き
家
と
な
っ
て
い
た

が
、
目
立
っ
た
傷
み
も
な
く
良
好
な

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
活
用
へ

と
繋
が
っ
た
。
現
代
の
入
会
地
を
目

指
し
イ
リ
ア
イ
テ
ン
ポ
と
名
づ
け
ら

れ
た
。
共
同
代
表
の
矢
島
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

矢
島
さ
ん　
「
２
０
２
０
年
８
月
、
つ

く
ば
市
の
筑
波
山
麓
や
北
条
で
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
８
名
で
合
同
会
社iriai 

tem
po

を
設
立
し
ま
し
た
。
つ
く

ば
市
の
過
疎
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

後
押
し
す
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

や
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
な
ど
で
資
金

調
達
を
し
、
北
条
市
街
地
に
あ
る
築

約
百
年
程
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
て
『
田
舎
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
』
を
テ
ー
マ
に
、
た
ま
り
場
や
地

域
商
品
の
販
売
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
者
が
メ
ン
バ
ー
に
い
る
こ

と
も
あ
り
、
Ｉ
o
Ｔ
先
端
の
古
民
家

を
目
指
す
こ
と
を
場
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
ま
し
た
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
①
傷
ん
だ
床
や
壁
な

ど
の
補
修
。
②
エ
ア
コ
ン
の
導
入
と

断
熱
。
③
古
民
家
の
雰
囲
気
の
良
さ

を
残
し
な
が
ら
現
代
的
な
空
間
に
。

こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
予
算
に
余

裕
が
な
い
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

作
業
に
は
当
時
の
代
表
も
加
わ
り
、

大
工
さ
ん
や
左
官
屋
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
一
緒
に
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
こ
う
し
て
無
事
に
完
成
し

た
空
間
は
、
建
築
士
の
ひ
ら
め
き
と

工
夫
も
あ
り
、
三
つ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
流
れ
る
空
間
で
日
常
と
は
違
っ
た

感
覚
を
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。」

　

イ
リ
ア
イ
テ
ン
ポ
は
、
農
家
と
し

て
の
構
え
を
も
っ
て
お
り
、
母
家
は

田
の
字
型
の
間
取
り
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
町
家
風
の
通
り
土
間
に
も
な

っ
て
い
て
、
母
家
と
南
側
の
裏
通
り

に
設
け
ら
れ
た
門
の
間
に
は
、
中
庭

を
囲
む
よ
う
に
納
屋
や
蔵
が
並
ん
で

い
る
。

　

北
側
玄
関
か
ら
入
る
と
、
土
間
か

ら
立
派
な
松
梁
と
竹
簀
子
天
井
を
見

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
は
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
誰
も
が
気
軽
に
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
場
で
あ

イ
リ
ア
イ
テ
ン
ポ

DATA    イリアイテンポ
用途／レンタルスペース
所在地／茨城県つくば市北条 145
構造・規模／木造・平屋
延床面積／ 147.4㎡

主な材
柱・梁／スギ（茨城県産材）、既存構造材
板材／スギ（ 茨城県産材）
断熱材／床、壁  フォレストボード
外部建具／アルミサッシ（既存）
　　　　　一部木製建具（既存）

主な仕上げ
屋根／瓦葺き（既存）
外壁／スギ板（既存）
内壁／スギ本実板厚 15㎜
床／スギ本実板厚 30㎜

商店街へ面しているイリアイテンポ。利用者はこちらから訪れる。

板の間はオフィススペース。

フリースペースの土間には特産品が並ぶ。誰でも交流が楽しめる。

写真／矢島祐介

工事名

図面名

単　位

縮　尺

年月日

番　号

０１

　　

　　

里
山
建
築
研
究
所

1/60

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
／
０
２
９
・
８
６
７
・
１
０
８
６

吉
沢
邸
改
修
工
事

現
況
平
面
図
/

主
屋

23.01.10

寸

（mm）

3
0
0
 
 
[
9
0
9
1
]

465  [14091]

2
0
7
 
 
[
6
2
7
3
]

100  [3030]

1
2
4
 
 
[
3
7
5
8
]

板の間

186  [5636]

土間

2800

3
5
4
0

3
0
0

640

板の間

座敷

個室 個室

中庭

通り土間

板の間

座敷

納屋

裏通り

表通り（商店街）

る
。
有
料
ス
ペ
ー
ス
の
座
敷
は
、
四

室
全
て
畳
の
和
室
で
あ
っ
た
が
、
う

ち
半
分
を
板
間
に
改
築
。
板
の
間
で

は
机
と
椅
子
が
並
び
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
で
き

る
よ
う
整
え
た
。
座
敷
と
板
の
間
の

四
室
あ
る
が
建
具
は
取
り
除
か
れ
大

広
間
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
使
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

座
敷
で
は
習
い
事
等
が
定
期
的

に
、
中
庭
で
は
餅
つ
き
や
夏
祭
り
が

催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。
民
家
に
は
そ
の
土
地
で

暮
ら
し
て
き
た
生
業
が
よ
く
現
れ

る
。
商
店
街
に
面
し
、
農
家
と
町
家

と
し
て
の
つ
く
り
を
持
つ
イ
リ
ア
イ

テ
ン
ポ
な
ら
で
は
の
利
用
法
で
あ
り

魅
力
と
な
っ
て
い
る
。　

▲

▼
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編
集
後
記

　
古
民
家
再
生
事
例
の
号
と
な
り
ま
し
た
。
共
に

地
域
振
興
も
目
的
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
民
家
が
地
域
の
財
産
と
し
て
見
直
さ
れ
て
お
り

嬉
し
い
限
り
で
す
（K）

し
ご
と

設
計
・
設
計
監
理
・
請
負
工
事

  ｢

板
倉
の
家｣

：
新
築
、
改
築

  ｢

民
家
再
生｣

：
改
築
、
移
築

  ｢

茅
葺
き｣

　 

：
葺
き
替
え
修
繕
、
新
築

  ｢

企
画
制
作
、
調
査
研
究｣

  ｢

地
域
づ
く
り
支
援
活
動｣

ろ
く
ろ
く  

第
十
四
号
　
二
〇
二
四 

年 

七 

月 

一
五 

日 

発
行

会
社
概
要

　
里
山
資
源
を
生
か
し
た
居
住
ス
タ
イ
ル
を
探

る
実
践
的
な
試
み
の
場
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

裾
に
開
設
し
た
の
が
、里
山
建
築
研
究
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　能登半島地震発生後半年が経過した今日においても被害の甚大な
輪島、珠洲などの奥能登地方はもとより、能登半島全体におよぶ地
域の被災建物の殆どは倒壊したままとなってます。半壊したま解体、
撤去が進まず復旧、復興の見込みがまったく見えない状況が続いて
ます。
　そのような状況の中で、里山建築研究は板倉建築協会の石川県、
富山県の会員などと現地を視察し被災者とも相談をして、復興支援
計画をたてました。
　奥能登地方は未だ道路整備等の問題で、支援が有効に進められる
状況にはなく、アクセスのよい富山県の氷見、七尾地区において板
倉構法による復興支援事業を進めるのが実行可能な方策であると考
えます。

　東日本大震災における三陸の復興支援の縁で、氷見に居住する方
の住宅再建の依頼を受けました。それを一つの足掛かりとして板倉
の復興住宅のモデルを建設し、奥能登への展開を見据えています。
　幸い富山県氷見には、「ひみ里山杉」という質、量ともに十分な
スギの産地があり、現地の製材所とも以前よりお付き合いがありま
す。富山県の「NPO とやまの木で家をつくる会」の代表者も縁の
ある筑波大学の卒業生で、これらの方々の協力体制でこの事業を進
める予定です。
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能登半島地震復興支援
復興住宅のモデルハウス

　 　 　 i n f o m a t i o n     

能越の震災復興
〜里山スギ板倉の家〜

生産体制

●相談窓口●

「NPOとやまの木で家をつくる会」

●伐採●

自伐林業家
「一般社団法人
ひみ里山杉活用協議会」

●建主●

被災者等 ●支援協力●

「一般社団法人日本板倉建築協会」
「NPO自伐型林業推進協会」

●設計●

「里山建築研究所」
地域の建築士
設計事務所

●製材・乾燥・加工●

「NPOとやまの木で家をつくる会」
「一般社団法人ひみ里山杉活用協議会」

●施工●

「NPOとやまの木で家をつくる会」
地域の工務店他

●広報●
●ワークショップ運営●

「富山大学芸術文化学部
藪谷研究室」

震災から半年以上経つ輪島市。復興が進まず倒壊した建物が目立つ。


